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〔梗概〕　日本列島で第四紀後期の火山活動によってもた
らされた降下火砕堆積物（テフラ）は広く台地や段丘上
に堆積し，地形編年のうえで，極めて有効な示標となっ
ている。このうち日本列島の広い範囲を覆う広域テフラ
としては，これまでに十和田a軽石層（11世紀頃），鬼界
一アカホヤ火山灰層（約6，300年前），姶良Tn火山灰層
（約22，000年前），支笏降下軽石層（約32，000年前），箱
根一東京軽石層（約49，000年前），鬼界一葛原火山灰層
（約75，000年前），阿多火山灰層（90，　OOO・・v95，000年前）
洞爺火山灰層（約110，000年前）などが知られている。
これらの広域テフラ層は，地域的テフラ層と組み合わせ
ることによって，火山活動の年代，噴火様式の変化，地
形発達史，気候変化，などを明らかにすることが出来
る。第四紀後期の火山活動が盛んであった伊豆半島，伊
豆諸島において調査を行い，とくに八丈島で採取したテ
ラフ試料についての火山ガラスの検出と屈折率測定によ
って，鬼界一アカホヤ火山灰と姶良Tn火山灰を検出
し，この地域の火山活動史を考察した。その結果，八丈
島東山火山は［第1期］古期成層火山の形成，［第2期］
古期カルデラの形成，［第3期］新期成層火山（西・東
白雲山，東台子山）の形成，［第4期］新期カルデラと
三原山の形成，［第5期］山頂小カルデラの形成に区分
できる。このうち，古期カルデラの形成は姶良Tn火山
灰の降下以前，おそらく25，000年～30，000年前にさかの
ぼることが明らかになった。鬼界一アカホヤ火山灰の降
下以降は，東山火山の活動は収束に向かい，横間ケ浦や
八幡山などの側火山の活動が中心になり，神止山などの
西山火山方面の活動が盛んになったと考えられる。な
お，姶良Tn火山灰の下位にも八丈島以外の地域から飛
来したと考えられるガラス質テフラが発見できた。
　テフロクロノロジーの研究を第四紀後期から第四紀前
期にさかのぼって研究するためには，第三紀鮮新世と第
四紀更新世との境界問題を検討する必要がある。そのた
めに，テフラ層序とともに古地磁気層序，生層序につい
ても考察する必要がある。房総半島中部に分布する上総
層群梅ケ瀬層は，従来から，この問題に対する模式地と
なっている。今回の予察的な古地磁気調査では，梅ケ瀬
層の基底に鮮新／更新世の境界が設定できる可能性があ
り，さらに調査を進めたい。
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